


















































































つくる必要があるのではないか｡所員相互の学問 ループをつ くり､｢叢書｣を刊行 した｡その後研
的連帯性を深める一つの良い手立てであると思 究グループの数は増え､今日に到っている｡また､
う｡ 市民講座､県民講座も開始し､現在では神奈川大
(私がかつて人文学研究所長になったとき､現 学の対社会的活動として全学的に定着 しているこ
在の言語センターと似通った状態であったが､所 とを付言する｡)
員の所属意識を確認 し､まず七つの共同研究グ
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